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[令和元年度　田川地区消防本部　防災作品]

消防長賞　添田町立添田中学校　3年　中畑　涼さん

(一社)田川地区防災協会シンボルマーク

定時総会･-----3

実施した防災事業-4

田川地区の
火災･救急件数--5

●
令
和
元
年
度
　
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

無
事
故
へ
の
備
え
一
分
の
棟
も
無
く

●
令
和
元
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
ず
つ
い
い
ね
-
･
で
確
親
火
の
用
心
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一般社団法人

田川地区防災協会

会長　江藤正則

で日

リ

相星

記ま

読
求
や
土
砂
崩の録束

享1-ri妻≡

カら

のの放生

し援川'にまよ展れ改

い安防
と仝災

く記に'州

てい
いた

た　しすあ
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は川し県
農地ての
生区貴骨
し管垂里
て内な城
おで財で
りは産火

を

田川地区消防本部

消防長　浦野洋一稀

就たり向ま選
任'感上しが

謝にた行
を真がわ5

㌔

上
げ

を

も

ち

ら

し

ま

し

芙祭
ま大
せ規
ん模わ魔
力三㍍モ

iSfL=J
O

倒
伏

辛会災防

謹
ん
で
曹
T
の
ぢ
選
び
を
　
血

中
-
上
げ
ま
す

輝
か
し
い
今
和
2
年
の
年
頭
に
あ
た
り
'

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

金
具
の
皆
東
方
に
お
か
れ
ま
-
て
は
'
平

素
か
ら
格
別
の
御
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

衷
心
よ
り
お
礼
を
中
-
上
げ
ま
す
｡

昨
年
の
5
月
2
8
日
に
開
催
さ
れ
ま
-
ち

(
b
･
車
九
年
度
一
般
社
団
法
人
田
川
地
区
防

災
協
会
定
時
総
合
に
お
-
ま
-
て
'
図
ら

ず
も
皆
禄
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
-
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
｡
こ
の
責
任
の
重
さ

を
感
Z
J
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
'
こ
れ

ま
で
の
副
会
長
と
し
て
の
経
陵
を
活
か
-
'

協
会
の
蒐
展
に
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
｡

本
協
会
の
二
塚
前
会
長
ー
'
田
川
地
区

の
地
域
防
災
活
動
に
多
-
の
業
続
を
残
さ

れ
'
そ
の
ご
功
続
に
対
し
ま
-
て
は
本
紙

面
を
お
借
り
し
て
敬
意
と
感
謝
を
中
-
上

げ
る
-
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

さ
て
'
昨
年
を
坂
り
速
り
ま
す
と
'
九

州
北
部
で
は
秋
雨
前
線
の
影
響
で
線
状
降

守
る
た
め
早
期
に
濃
艶
す
る
と
典

域
や
身
丑
に
い
る
人
が
お
互
い
に

う
こ
と
が
重
要
D
な
り
ま
す
｡

今
後
と
も
'
田
川
地
区
消
防
本

は
も
と
よ
り
'
各
関
係
磯
関
と
抽

｢
自
分
た
ち
の
地
域
や
減
場
.
･
ほ
'

ら
で
守
る
｣
と
い
う
意
識
の
も
と

さ
て
'
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
'
8
月
は

終
わ
り
に
な
り
ま
-
た
が

火
災
に
お
い
て
は
t
 
e
月
別
日
未
明
に

q
月
に
は
台
風
は
号
が
猛
威
を
ふ
る

千
葉
県
を
中
心
に
蔵
書
が
養
生
-
'
東

I
 
O
月
は
台
風
川
号
が
大
型
で
強
い
勢
ユ

<
t
y
和
2
年
の
新
年
を
迎
え
'
謹
ん
で
新

の
ご
挨
拶

水
帝
が
愚
生
L
t

た
大
雨
に
よ
り
'

わ
た

冠
水
蔵
書

保
っ
た
ま

縦
断
L
t

ら

し

'

多

く

昨
年
は
'

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
-
て
1
.
平
素

死
傷
者
が
で
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に

つ
発

ら
な
い
自
然
災
客
に
対
し

る
た
め
に
は
'
日
頃
か
ら

行
い
t
 
l
人
t
人
が
自
分

異
が
一
丸
と
な
り
地
域

尽
力
L
t
災
書
の
な
い

り
に
貢
献
し
て
い
き
た

す
｡

書
の
な
い
平
穏
な
l
年
で

も
に
'
金
異
の
皆
礎
の
ま

勝
と
ご
多
幸
を
薪
念

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

くr　　ヽ-

申
し
上
げ
ま
す
｡

一
敗
社
団
法
人
田
川
地
区
防
災
協
会
合

消
防
行
政
に
対
し
ご
理
解
並
び
に
ご

を
賜
り
深
-
御
礼
卓
-
上
げ
ま
す
｡

月
2
 
8
日
の
定
時
総
合
で
後

れ
'
二
場
合
長
が
ご
男
遡

'
防
災
協
会
の
多
大
な
る

献
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
泉

辛
-
上
げ
ま
す
｡

今
回
の
役
異
改
選
に
よ
り
新
合

･
れ
ま
し
た
江
藤
会
長
を
は
i
J

役
異
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
礎
に
は
'

地
区
消
防
本
部
へ
の
よ
-
l
層
の
ご

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

ま
す
｡

北
部
に
お
い
て
豪
雨
に
よ
る
冠
水
破

q
月
は
台
風
は
号
が
養
生
'
史
に
相

は
台
風
9
:
号
が
養
生
-
東
日
本
各
地

録
的
な
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
蔵
書
と

の
親
壮
者

･
た
｡

は
全
国
的
に
想
定
外
と
い
わ
れ
る
自
然
災

書
が
相
次
い
で
蒐
生
-
て
お
り
'
い
つ
ど

こ
で
起
き
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
た
め
'

未
然
防
止
対
策
と
災
書
養
生
時
の
拡
大
防

止
を
講
じ
る
た
め
に
一
般
社
団
法
人
田
川

地
区
防
災
協
会
'
消
防
本
部
及
び
消
防
署
'

消
防
団
'
構
成
市
町
村
'
各
防
災
関
係
団

体
と
の
防
災
体
制
の
も
と
'
各
種
訓
練
等

を
行
い
'
関
係
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
｡

｢
自
分
た
ら
の
地
域
や
減
場
は
自
分
た

ち
で
守
る
｣
と
い
う
理
念
の
も
と
に
'
伝

統
あ
る
貴
協
会
と
の
連
携
を
容
に
-
て
'

住
民
に
対
し
て
防
災
知
蔵
の
普
及
'
啓
発

に
努
め
て
い
-
所
存
で
あ
り
ま
す
｡

消
防
本
部
と
い
た
-
ま
-
て
は
'
女
性

消
防
史
異
の
狭
用
や
老
朽
化
し
た
消
防
庁

合
の
整
備
な
ど
ソ
7
-
･
ハ
ー
ド
南
面
か

ら
充
実
さ
せ
'
｢
災
書
の
無
い
街
'
田
川
･

住
み
や
す
い
街
'
田
川
｣
を
め
ざ
-
'
地

域
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

終
わ
り
に
'
貴
協
会
の
益
々
の
ご
蒐
展

と
合
R
'
皆
棟
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
-
て
'
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
｡
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今
季
九
年
度
の
定
時
総
合
が
'
冬
和
元
年
5
月
2
 
8
日
(
火
)

ザ
･
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
-
ち

平
成
∞
年
度
収
支
決
算
'
役
異
の
改
選
な
ど
の

上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
親
決
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
'
議
案
展
観
に
先
立
ち
防
災
功
労
に
よ
る

泉
彰
の
捜
与
も
行
わ
れ
ま
-
た
｡

令
和
元
年
度
総
会
は
､
多
数
の
来
賓
を
迎

え
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
議
決
さ
れ
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
｡

一
平
成
三
十
年
度
決
算
等
の
承
認
に
つ
い

て

二
　
役
昌
の
選
任
に
つ
い
て

防
災
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
｡

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

久
本
　
　
実
(
山
栄
石
油
方
城
給
油
所
)

藤
井
　
　
勇
(
香
春
石
灰
化
学
工
業
㈱
)

崎
山
　
　
京
(
㈱
崎
山
組
)

●
優
良
消
防
設
備
士

大
場
　
幸
弘
(
㈱
大
場
工
業
)

●
優
良
防
火
管
理
者

中
原
　
俊
博
(
社
会
保
険
田
川
病
院
)

吉
田
久
志
(
(
特
養
)
長
寿
園
)

野
村
　
嘉
(
N
T
K
㈱
)

●
優
良
業
務
主
任
者

吉
田
　
寿
幸

(
イ
ウ
タ
二
九
州
㈱
下
田
川
ガ
ス
営
業
所
)

●
防
火
優
良
事
業
所

ヤ
マ
キ
産
業

㈱
ハ
シ
モ
ト

香
春
鉱
業
㈱

㈲
恵
和
会
　
日
川
慈
恵
病
院

障
害
者
支
援
施
設
　
月
の
輪
苑

西
本
町
地
区

日
本
郵
便
㈱
田
川
東
町
郵
便
局

●
優
良
消
防
設
備
業
者

恒
政
工
業

今
年
度
役
員
の
改
選
で
新
た
に
選
任
さ
れ
た

理
事
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

(
順
不
同
敬
称
略
)

代
表
理
事
(
会
長
)

江
藤
　
正
剛
(
江
藤
石
油
)

理
事
(
副
会
長
)

田
中
　
睦
久
(
園
際
工
芸
㈱
)

理

　

事

野
田
　
大
介
(
㈲
石
見
商
会
)

楠
原
　
憲
治
(
日
本
フ
ィ
ル
タ
ー
工
業
㈱
)
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戟会災防

実
施
し
た
防
災
事
業

災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
に
､

消
防
機
関
と
協
力
し
て
本
年
も
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
｡

多
く
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田
川
を
目
指
し
て
､

防
災
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

当
協
会
で
は
､
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
に
併
せ
て
､
高
齢
者
宅
の
防
火
診
断
を

行
い
ま
し
た
｡

防
火
診
断
で
は
､
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
石
油
ス

ト
ー
ブ
等
の
火
気
の
取
り
扱
い
や
､
コ
ン
セ

ン
ト
の
タ
コ
足
配
線
等
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
な
が
ら
､
世
間
話
を
交
え
て
火
災
予
防
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
｡

防
火
診
断
の
結
果
､
火
気
の
使
用
に
つ
い

て
は
良
好
で
あ
り
ま
し
た
が
､
コ
ン
セ
ン
ト

の
タ
コ
足
配
線
や
プ
ラ
ク
の
接
続
が
不
完
全

な
も
の
が
見
ら
れ
た
た
め
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
の

危
険
性
を
説
明
し
､
必
要
な
器
具
だ
け
を
接

続
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
寝
室
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未

設
置
も
数
世
帯
あ
っ
た
た
め
､
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
の
発
生
原
因
は
､
就
寝
中
に
気
つ

く
の
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
が
多

い
こ
と
を
説
明
し
､
寝
室
や
階
段
上
部
に
取

り
付
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
宅
の
防
火
診
断
は
､

火
災
予
防
に
大
変
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
事

業
で
す
｡

毎
年
の
よ
う
に
日
本
各
地
で
地
震
､
豪
雨

災
害
や
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
､
当
協
会
か
ら
災

害
時
に
乾
電
池
が
な
く
て
も
発
電
し
て
利
用

で
き
る
ラ
ジ
オ
付
電
波
時
計
を
贈
呈
し
ま
し

た
｡

当
協
会
で
は
､
毎
年
3
回
実
施
さ
れ
る
危

険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者
を
対
象
と
し
た

受
験
準
備
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

2
月
9
日
(
土
)

6
月
1
日
(
士
)

1
 
0
月
5
日
(
土
)

危
険
物
を
取
り
扱
う
業
務
に
従
事
す
る
危

険
物
取
扱
者
は
､
3
年
に
1
度
の
保
安
講
習

の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

今
年
度
の
筑
豊
地
区
は
､
日
用
地
区
消
防

本
部
で
実
施
さ
れ
､
県
内
各
地
か
ら
多
数
の

危
険
物
取
扱
者
が
受
講
し
ま
し
た
｡

受
講
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

1
 
0
月
2
日
(
水
)

給
油
取
扱
所
　
1
0
3
名

そ
の
他
　
　
9
5
名

1
0
月
3
日
(
木
)

そ
の
他
　
　
5
5
名

給
油
取
扱
所
　
9
8
名
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田川地区の火災･救急件数
TJ-I-火災件数 ��xﾇﾈｷ霍ﾘﾈ��B�

平成27年 涛xﾈ��7,681件 

平成28年 鉄(ﾈ��7,807件 

平成29年 都Hﾈ��7,461件 

平成30年 田Hﾈ��7,697件 

平成31年 (令和元年) 都以��7,612件 

報会災防

令
和
元
年
度
の
役
員
視
察
研
修
を
9
月
2
0

日
に
実
施
し
'
1
 
4
名
の
役
員
と
消
防
長
及
び

事
務
局
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
｡

今
年
度
は
､
長
崎
県
西
海
市
大
島
町
の
大

島
造
船
所
を
視
察
し
ま
し
た
｡

大
島
造
船
所
は
､
炭
鉱
閉
山
後
に
大
島
町

が
誘
致
し
た
企
業
で
あ
り
､
今
で
は
大
島
町

の
経
済
と
雇
用
を
担
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
｡造

船
所
の
見
学
は
'
係
員
が
貸
切
バ
ス
の

中
か
ら
説
明
を
行
い
な
が
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
｡

個
別
に
組
み
立
て
ら
れ
た
貨
物
船
の
各
部

位
が
､
最
終
的
に
一
つ
に
な
っ
て
い
く
工
程

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

場
内
で
は
'
数
百
ト
ン
も
の
部
位
を
移
送

す
る
運
搬
車
両
や
自
転
車
で
移
動
す
る
作
業

員
が
事
故
も
な
く
行
き
交
い
､
安
全
管
理
が

徹
底
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
｡

参
加
し
た
理
事
か
ら
は
､
責
重
な
見
学
が

で
き
､
よ
い
研
修
に
な
っ
た
と
の
声
を
頂
き

ま
し
た
｡

当
協
会
で
は
､
春
季
及
び
秋
季
の
火
災
予

防
運
動
の
協
賛
を
行
な
っ
て
い
ま
す
｡

平
成
3
 
1
年
3
月

4
日
(
局
)
田
川

市
の
サ
ン

リ
ブ
田
川

で
宝
保
育

園
(
田
川
市
)

が
､
3
月
5
日

(
火
)
川
崎
町
の

川
食
食
彩
館
で
緑

保
育
園
(
川
崎
町
)

演
奏
を
実
施
し
ま
し
た
｡
｢
保
育

園
児
は
､
大
き
な
声
で
防
火
の
誓
い
を
行
い

そ
の
後
､
防
火
演
奏
を
行
な
っ
た
保
育
所
等

に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
｡
｣

今
後
も
幼
年
期
か
ら
の
火
災
予
防
啓
発
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

田
川
地
区
消
防
本
部
は
､
平
成
3
 
1
年
1
 
1
月

1
 
0
日
(
田
)
田
川
郡
大
任
町
の
道
の
駅
お
お

と
う
桜
街
道
に
て
､
｢
た
が
わ
消
防
フ
ェ
ス

タ
｣
を
､
地
域
住
民
の
皆
様
に
防
火
･
防
災

に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
頂
き
､
よ
り
消
防

を
身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
､
｢
消

防
･
防
災
に
つ
い
て
見
る
､
体
験
す
る
､
学

ぶ
｡
そ
れ
こ
そ
､
災
害
ゼ
ロ
へ
の
第
一
歩
で

す
｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
｡
当
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配
布
等
の
火
災
予
防
啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
｡



令和2年1月

10年を目安に

取り替えましょう!!

~･.A i-_-I.t室_蝿

住宅用火災警報器を
取り付けましょう!
火災により発生する煙を自動的に感

知し､逃げ遅れなどからの被害を無く

すために､住宅用火災警報器の設置が

義務づけられています｡

田川地区の設置率は､全国平均より

も低いため､火災から大切な家族の命

を守るために設置を心がけましょう!

また､電池の寿命は10年が目安です｡

電池を交換するか､新しい住宅用火災

警報器に取り替えてください｡

なお､消防職員を装っての販売や､

高額請求など悪質な訪問販売の被害

が発生しています｡消防職員による販

売や､消防署が特定業者に販売を依頼

することもありません｡

⑳編集後記
金具の替我､明けましておめでとうございます｡

この会報も今回で第46号となりました｡会報発行にあた

り会員の皆様にご協力いただき､心よりお礼申し上げます｡

本年もよろしくお願い致します｡

事務局長　浦田　英仁　事務局　田中　清文

木下　遥平　事務局　蟻川　朋之

お

　

知

　

ら

　

せ

令
和
2
年
度
の
各
種
資
格
取
得
試
験
及
び

講
習
会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

る
た
め
､
事
務
局
で
確
認
し
て
下
さ
い
｡

【
願
誓
受
付
期
間
]

1
 
2
月
中
旬
か
ら
1
月
上
旬
ま
で

協
会
で
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
日
に
あ
わ

せ
て
､
乙
種
4
頬
の
受
験
準
備
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
､
県
内
4
会
場
で

実
施
さ
れ
ま
す
が
､
筑
豊
地
区
は
臼
川
市
の

福
岡
県
立
大
学
が
会
場
に
な
り
ま
す
｡

●
消
防
設
備
士
試
験

第
1
回
　
福
岡
市
･
田
川
市

令
和
2
年
7
月
中
旬
頃

第
2
回
　
北
九
州
市

令
和
2
年
7
月
下
旬
頃

第
3
回
　
福
岡
市
･
田
川
市

令
和
2
年
1
 
2
月
中
旬
頃

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

令
和
2
年
1
 
0
月
中
旬
頃

筑
豊
地
区
会
場
は
､
飯
塚
市
(
飯
塚
地
区

消
防
本
部
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
い
ず
れ
か
の
日
に
3
時
間
の
受

講
が
必
要
で
す
｡
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
人
が
受
講
対
象
と
な

り
ま
す
｡

①
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
､
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以

後
の
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
3
年
以
内
｡

②
新
た
に
又
は
再
び
従
事
す
る
方
は
､
従
事

す
る
こ
と
と
な
っ
た
白
か
ら
1
年
以
内
｡

た
だ
し
③
に
該
当
す
る
方
は
③
に
よ
る
｡

③
過
去
2
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
方
は
､
免
状
の
交
付
又
は

受
講
し
た
白
以
後
の
最
初
の
4
月
1
日
か

ら
3
年
以
内
｡

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人

は
受
講
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

●
消
防
設
備
士
法
定
講
習

令
和
2
年
9
月
～
1
 
2
月
(
未
定
)

消
火
設
備
　
1
日

警
報
設
備
　
-
田

避
難
設
備
　
1
日

筑
豊
地
区
の
会
場
は
､
宮
若
市
を
予
定
し

て
い
ま
す
｡

受
講
対
象
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
2
年
以
内
の
人

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
5
年
以
内

の
人

●
防
火
管
理
講
習
会

消
防
法
に
よ
り
建
物
の
所
有
者
な
ど
の
管

理
権
原
書
は
､
火
災
か
ら
人
命
を
守
る
た
め

に
防
火
管
理
者
を
定
め
､
防
火
管
理
業
務
を

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
防
火

管
理
者
の
資
格
は
､
2
日
間
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
｡

①
田
川
地
区
消
防
本
部

令
和
2
年
6
月
中
旬
頃

②
直
方
市
中
央
公
民
舘

令
和
2
年
5
月
2
7
日
･

2
 
8
日
(
予
定
)

⑨
イ
イ
ヅ
カ
　
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

令
和
3
年
2
月
2
5
日
･
2
6
日
(
予
定
)


